
（別紙３）

～ 2026年　３月　3１日

（対象者数） 10 （回答者数） 9

～ 2026年　３月　3１日

（対象者数） 3 （回答者数） 3

○ 分析結果

さらに充実を図るための取組等

1
担当の指導員だけでなく、関わる他の職員の意見も取り入れ

る。

2 定期的に行っている面談以外も、必要に応じて面談を行う。

3 第３者による外部評価を行う。

改善に向けて必要な取組や工夫が必要な点等

1
事業所から提案をもちかけ、より良い支援ができるようにし

ていく。

2 土曜日や祝日などで地域に参加できる機会を持つ。

3 それぞれの年齢層の担当で機会を検討する。

○事業所名 キャンパスラビット

○保護者評価実施期間 2026年　２月　１日

○保護者評価有効回答数

2026年　２月　１日

○従業者評価有効回答数

○事業者向け自己評価表作成日 2026年　4月　１日

事業所の強み（※）だと思われること

※より強化・充実を図ることが期待されること
工夫していることや意識的に行っている取組等

○従業者評価実施期間

保護者会を開催する機会が少ない。

幅広い年齢の個別支援を行い、それぞれに合わせた利用時間を

設定しているため、保護者会を開く機会をどのようにすべきか

検討できていない。

事業所の弱み（※）だと思われること

※事業所の課題や改善が必要だと思われること
事業所として考えている課題の要因等

児童によって事業所外の担当者会議が開かれたり、そうでな

かったりする。
相談員によって情報共有の機会が少ない。

地域の交流の機会が少ない。 個別支援を行っているため、時間を決めた体制となっている。

家庭との情報共有を積極的に行い、本人がいる中でも良いとこ

ろを褒め、すべきことを保護者とも交えて伝えることで目標を

早めに達成できるようにしている。

送迎時に利用児の様子を伝えたり、家庭の様子を聞いている。

定期的に面談日を設けることで保護者の参加率を上げ、利用児

全てのモニタリングを行うことができている。
半年ごとに面談を行っている。

子どもたち自身が行動できるように、ものの配置をわかりやす

くしたり、注意すべきことを貼り出すなどの視覚支援を行って

いる。

子どもたちが片づけをしやすいように、おもちゃの写真を貼

り、片付けしやすくしたり、色テープで遊んでいいものとそう

でないものを区別している。

事業所における自己評価総括表公表


